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実験概要

結果と考察

昆⾍類の⼀部は⼤発⽣して、農林業害⾍として様々な問題を引き起こします。⼤発⽣の要因の⼀つ
として、害⾍が天敵からうまく逃れることで死亡率が減少することがあります。

昆⾍類には捕⾷者などの天敵から⾝を護るために様々な防衛⼿段を進化させてきました。例えば、
⽑や棘で⾝を護る物理防衛、毒や化学物質で捕⾷を免れる化学防衛、特異な動作で逃れる防衛⾏動が
などがあります。しかし、いずれの防衛⽅法がどんな天敵に対して有効であるかについてはあまりよ
くわかっていません。そこで、⽔⽥に多く⽣息するカエル類などの捕⾷者を使って、⽔⽥やその周辺
に⽣息する様々な昆⾍種の被⾷防衛⽅法やそれぞれの有効性を調査してきました。

実験室下で、⽔槽内にカエルと昆⾍を1頭ずつ⼊れ、
ビデオカメラで攻撃と防衛⾏動を記録しました。
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⽔⽥に⽣息するマメガムシがカエル類に飲
み込まれても消化管を通過して総排出腔か
ら⽣きて脱出することを発⾒しました。
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⽔辺に⽣息する様々な昆⾍種がカエル類
の攻撃に対して多様な防衛⽅法によって
捕⾷を免れていることを解明しました。

以上の結果から、カエル類の⾼い捕⾷圧
が⽔⽣・半⽔⽣昆⾍類の防衛⾏動を進化
させてきたと考えられます。
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